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65歳以上の高齢者は2003年 には2431万 人(人 口の
19.0%)に 達 し、2025年 には3312万 人(27.4%)
に増加する。寝たきり老人や痴呆老人などの要介




























者 として娘 に注 目が集まっている。実際、春 日



























ける痴呆性(認 知症)高 齢者数 は、「何 らかの介
護 ・支援を必要とする痴呆のある高齢者」(痴 呆
性老人自立度II以 上)は 、平成14年 においては、
約150万 人 と推計 され、平成27年 には、250万人に、






肉体的負担 に苦悩する。痴呆症(認 知症)は 、そ
の症状の性質上、介護者 と被介護者との関わりが
密接にならざるをえない。
今後、娘 による痴呆症(認 知症)の 母親介護が























































































族 はいったん介護を引き受けた主介護者(妻 ・嫁 ・
















者 も増加 し、 これら要介護高齢者の発生率 は、65
～69歳 では1.5%程 度であるが、80～84歳 では11.










被保険者は、15年4月 審査分で269万 人 となって
いる。男女別に見ると男性が27.8%、 女性が72.2
%と なっており女性が大多数である。 要支援 ・
介護者について、介護が必要になった主な原因に









(認知症)老 人の増加が見込 まれる。2004年 の統
計では、女性の平均寿命は(85.3歳)、 で、 男性


















護者は 「世帯員」の66.8%に 登 り、介護の多 くが
家族や親族 によって担われている。その中でも、
「妻」が31.6%、 「長男の嫁」が31.6%、 「長女」




































範意識か らではな く、介護者の 「自己選択」の側
面が強 いといえる」 と述べているとお り、「愛情」



































































行動、情報的 ・情緒的サポー ト、手段的サポー ト
の有無により検討 し、老親と子どもとの関係は、
息子に比 し娘の方が老親との問に緊密な関係を維
持 していることを示 した。古谷野他(1995)に お
いては、老親が感 じる一体感、同伴行動、情緒的
な らびに手段的サポー トの授受を用い、老親子関












という観点か ら研究 した研究や、両親の加齢 とと
もに、老年期の親と中年期の子どもの関係は親子



















































D)が 広 く利用されている。 これらによると、①




























































れており、 いわゆる団塊の世代が80歳 近 くなる
2025年 頃には、痴呆(認 知症)老 人の数 は現在
の2倍 の300万 人を突破すると予測 されて いる
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21989年 、厚生 ・大蔵 。自治の3大 臣合意で策定 さ








31994年 、ゴール ドプラン(高 齢者保健福祉推進十
力年戦略)の 目標数値を大幅に上回る高齢者保健福







降1999年 度までの総事業費 は9兆 円を上回 る規模 の
ものと規定されたのである。
4「 痴呆の疑い」とは、主治医意見書における 「痴呆
性老人の日常生活自立度」で ランク1以 上 と判断さ
れた場合のことを指す。このランク1は 、何 らかの
痴呆的症状を有するが、日常生活は家庭内及 び社会
的にほぼ自立 している状態を指す。
(修士課程)
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